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豊（ゆたか） 和（なごみ） 令和５年７月１４日

と もだちと いつもなかよく助け合い よ く考えて行動し わ が身をきたえる とよわの子

わくわく登校 生き生き学習 にこにこ下校

７月１２日に第２回学校公

開（授業参観）、学級懇談会を行いました。この日の授業

参観では、全学年で道徳の授業を観ていただきました。

子どもたちは豊和小の教育目標「思いやりがあり心豊か

で、共に助け合う子ども」に向かい、日々の生活や自然

体験など、多様な体験活動の中から学び、学年を追うご

とに確実に成長しています。これも家庭や地域社会の教

育力の支えがあってのことと感謝しています。

６月２０日（火）～２３日（金）児童会による朝のあいさつ運

動が行われました。ふだんより早く登校して進んであいさつをしたり、給食の時間には放

送で素敵な挨拶をした友だちを紹介したり熱心に活

動しました。あいさつ運動が終わってからも豊和小

にはそれ以上に大きな挨拶が響いています。子ども

たちの元気な挨拶を地域のみなさんにもお届けした

いと思います。児童会役員のみなさんありがとうご

ざいました。

6月9日（金）、匝瑳市学校給食セ

ンター栄養教諭による学校訪問がありました。初めに全学年の配膳の様子を見ていただい

た後、4年生対象に食育指導をしていただきました。

千葉県は海に囲まれていてたくさんの種類の魚が捕

れること、魚には体に必要な栄養が豊富に含まれて

いることなど、給食をいただきながらクイズを交え

楽しく話をしていただきました。

どの学年もふだんから、運んできた給食は残さず

すべて食器に盛りきり、ほとんどの子が残さずに食

べています。3年間「黙食」だった給食の時間です

が、ようやく楽しそうな会話が聞こえるようになっ

てきました。昨年度から給食の残菜率がかなり改善

されてきていますが、これから給食の時間に会話や笑顔が増え、さらに給食の残菜が減っ

ていく予感がします。

６月１２日（月）、日本赤十字社の方を講師に迎え、５，

６年生児童と職員を対象に、「一次救命処置（心肺蘇生・ＡＥＤを使った除細動）」の研修

を行いました。児童に対しては、実際に起きたときには小学生でも，「他人事として見て

いるのではなく、小学生でもできることを積極的に行う気持ちをもってほしい」という話

給食訪問の様子（４年生）

「めざす学校像」

明るい挨拶や歌声が響き、
生き生きと活動する学校

３年生の授業の様子



をしていただきました。

児童が下校後、引き続き職員

研修を行いました。昨年度指導

を受けたことの復習から始まり、

実際に心肺蘇生が必要になった

時にはどんな対応が想定される

かなど昨年度の研修から一歩踏

み込んだ、より実践的な研修を

していただきました。職員・子

どもたちともに真剣に取り組み、

貴重な体験となりました。また

今回は同時に、養護教諭を講師

にエピペンの使い方の研修も行

いました。どちらも使用しない

で済むことが一番ですが、

緊急時にいつでも対応できるよ

う準備をしていきたいと思います。

６月９日（金）６年生対象に、千葉県警察北総地区少年セ

ンターの方を講師に迎え、「薬物乱用防止教室」を行いました。薬物にはたくさんの種類

があり、「チョコ」や「アンパン」など親しみのある呼び方で売られていること、また薬

は親しい先輩などから薬とは知らずに買ってしまうことが多いことなどの具体的な説明を

通して、日頃からどのように気をつけていったら良いか、薬物の断り方などについて教え

ていただきました。また、シン

ナーの危険性については、ペン

キや接着剤、除光液など身近な

物に含まれていること、使用す

ると歯や脳が溶かされてしまう

ことなど、実験を通して分かり

やすく説明していただきました。

６月２８日（水）１，２，３年生児童を対象に、図書委員

による「本の読み聞かせ」が行われました。上級生のお兄さんやお姉さんに、それぞれの

学年や豊和にちなんだ絵本を選んで読んでもらいました。皆、目を輝かせながら話に聞き

入っていました。低学年の子どもたちがさらに本に親しみをもち、読書が好きになり「豊

かな心」が育つことを願っています。図書委員のみなさんありがとうございました。

１年生 題名『だるまちゃんと てんぐちゃん』 担当 ６年 日色 大河 さん 安西 莉愛 さん

４年 向後 瑠花 さん

２年生 題名『ふうと はなと キジ』 担当 ５年 林 由莉乃 さん 日色 奏葉 さん

３年生 題名『キジのかぞく』 担当 ４年 向後 陸 さん 安西 奈愛 さん

熱心に説明を聞く５,６年生 胸骨圧迫の実技

シンナーを使った実験薬物の害について

エピペンの実技研修学校のＡＥＤの使い方説明


